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●山茶花(サザンカ)●

山茶花を 雀のこぼす 日和かな (正岡子規)

初 冬 の 代 表 的 な 季 語 「 山 茶 花 」 は 、 花 の 形 が 椿 ( ツ バ キ ) と よ く 似 て い る の で 、 プ ロ

の造園屋さんでも見間違えることがあるそうです。

花が敵る時に、山茶花は「一枚ずつ花びらが落ちる」のに対して、椿は「花首から落ちる」

ことで見分けることができます。
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「ー‾季nー!ji@[1～山茶花(サザンカ)～
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皆
様
は
花
の
み
や
こ
と
言
う
言
葉
を
お

聞
き
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
な
街
を
思
い
起

こ
さ
れ
ま
す
か
?
「
花
の
都
と
言
え
ば
パ
リ

で
し
ょ
う
」
「
長
渕
剛
さ
ん
の
歌
に
あ
る
よ

う
に
、
花
の
都
は
大
東
京
で
し
ょ
う
」
な
ど

様
々
な
お
答
え
が
返
っ
て
き
そ
う
で
す
。
本

願
寺
第
三
代
覚
如
上
人
は
親
鸞
聖
人
が
関

東
で
の
布
教
活
動
を
終
え
て
京
都
に
戻
ら

報

れ
る
事
に
つ
い
て
「
華
城
(
か
せ
い
)
の
路

寺

に
お
も
む
き
ま
し
ま
し
け
り
」
と
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
は
、
華
の
城
(
都
市
)

と
言
え
ば
京
都
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
さ
て
こ

番

の
度
、
わ
た
く
し
兵
の
た
め
に
阿
弥
陀
如
来

が
ご
用
意
し
て
下
さ
っ
た
極
楽
浄
土
も

花
々
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

刊月

七
宝
宝
林

く
に
に
み
つ

光
耀
た
が
ひ
に
か
が
や
け
り

と
、
仏
の
智
慧
と
お
慈
悲
を
頂
く
極
楽
浄

土
で
は
、
お
互
い
に
責
め
あ
う
の
で
は
な
く

お
互
い
に
照
ら
し
あ
い
労
り
あ
い
、
そ
れ
故

に
私
の
輝
き
は
私
だ
け
の
輝
き
に
留
ま
ら

ず
、

一
人
で
い
る
時
の
数
十
倍
、
数
百
借
、

数
億
借
光
り
輝
い
て
い
る
、
よ
っ
て
人
々
は

心
身
と
も
に
安
穏
で
ほ
が
ら
か
で
あ
る
、
そ

う
い
っ
た
国
土
が
阿
弥
陀
如
来
の
願
い
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
極
楽
浄
土
で
あ
る
よ

う
で
す
。

木
願
寺
で
は
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
○

年
・
立
教
開
宗
八
○
○
年
慶
讃
法
要
を
機
縁

と
し
て
愛
唱
歌
『
み
ん
な
花
に
な
れ
』
(
加

籐
登
紀
子
さ
ん
作
曲
)
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
極
楽
浄
土
の
お
荘
厳
を
味
わ
い
つ

つ
、
『
み
ん
な
花
に
な
れ
』
を
聰
い
て
練
習

し

て

み

ま

し

ょ

う

。
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定
例
法
座

◎
十

月
十
一
日
(
金
)
午
後

毎
月

～
四
時

於
法
輪
会
館

「
花
の
み
や
こ
」

華
・
果
・
枝
・
葉
ま
た
お
な
じ

本
願
功
徳
聚
を
帰
命
せ
よ

一
々
の
は
な
の
な
か
よ
り
は

三
十
六
百
千
億
の

光
明
て
ら
し
て

ほ
が
ら
か
に

い
た
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
さ
ら
に
な
し

誉会

ほ
と
け

N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
ー
ァ
ィ
ソ
、
ヶ
一

毎
月
第
一
木
曜
日
、
第
三
木
曜
日

午
後
八
時
開
始
・
九
時
終
了

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

ま
て
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報恩i"
日(日中法要まで)

築地本願寺
月11日連l!法要より)～16

夜逮中日朝晨要去

o07oQ6き錆きoo4O23き続き00Qo09き続きo36時

教布勤伝
鰊

絵
き

御
と絵

式敬帰教布要法教布教布要法
談
教

示
布

御
/教布行動事行

堂本ルホ法閤堂本堂本堂本ルホ法廟堂本所場

師

譜
大

行
引
尚

儡
首
木

信
六
荒

正
話

法

真8
5
師

千
式敬帰

隆社
師

藤

宗
務
長
挨
拶

供影
去

師
作

大
日

譜
7
2

行
引
木

法

範繍
師

遠
式敬帰

隆4
2
師

簾奉雄栽
師

櫻隆社
師

籐経寿
法

量
作

無意ト
師

相隆4
2
師

籐讃
俣
L
没
ネ
日土日2

師

譜
暁

行
引
信

儡
首
崎

信
六
岡

正
舌

法

地駄
師

西
式敬帰

隆4
2
師

藤
去作讃事法土争

信6
8
師

成隆社
師

籐
仰
副

讃
法
法

祖
作
楽

意ト
師

相隆社
師

籐讃
儡

し
夜
ネ
初日日3

師

譜
隼

行
引
多

傷
首
代

信
六
暮

正
話

法

学倉
師

柏
式敬帰

真ト
師

武
法作仏念五

仁隙
師

白真ト
師

武経陀
法

弥
作

阿意ト
師

相真ト
師

武讃
鶴

礼
中月日4

20.30.*, 5.30

通夜布教

【間法ホール】

圓
封
腱
紗
読

佃
信
六
9
9
3
転
拝

細
正

式敬帰

御

俗

姓

拝

読

法作類文広
小柴隆幸

師

武田一真

師
法作儡ニ

相馬一意

師

武田一真

師

礼讃

後夜儡
日5

引
帰鑓挨長務法作講恩報

真ト
師

武行
億

六

儡
十

信
五日6

⑬
築
地
本
願
寺
報
恩
講
は
通
常
の
形
に
戻

っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
お
斎
は
お
弁

当
の
み
で
黙
食
。
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
予

定
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
饅
新

の
情
報
・
詳
細
は
、
築
地
本
願
寺
乏
m
田
サ

イ
ト
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。
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⑪
本
年
も
善
巧
寺
報
恩
講
は
規
模
縮
小
で

行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て

も
、
ご
参
採
ご
懇
念
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
皆

様
の
お
蔭
に
よ
り
ま
し
て
、
無
事
円
成
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
一
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。◎

十
一
日
(
金
)
定
例
法
座
で
は
、
法
話
終
了

後
三
時
よ
り
消
防
点
検
(
非
常
口
・
消
火
器

の
場
所
確
認
)
と
境
内
南
側
整
備
の
ご
相
談

反
び
ご
視
察
を
賜
り
た
く
、
ご
協
力
頂
け
る

方
は
軽
装
で
お
越
し
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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